
島内先生は昭禾日16年 3月 に理学部化学科を卒業 ,

21年11月 に化学科助教授,34年 4月 よりは教授 とし

て物理化学第一講座を担当されて教育と研究 につ く

された。 とくに分子分光学 と分子構造の分野で重要

な業蹟をあげられ,その うち,「赤外線吸収スペク

トル lrcょ る分子構造の研究 Jで 日本化学会賞 (39年

4月 ),「多原子分子の力場の研究」で 日本学士院

賞 (47年 6月 )を 受けられた。また,47年 よりは大

島 内 武 彦 先 生

宮 沢 辰 雄 (生化 )

型計算機 センター長 (併任 )と して,大 きな貢献を

されたが,こ の 3月 限 りで東京大学では定年になら

れる。

わた くしは,水島研究室で卒業実験をはじめた2

年 4月 より7年間あまり,直接 1/C島 内先生の御指導

を受けた。研究室における先生はいつ も笑顔 (写真 )

で,研究計画 などで御相談にい くと,「 ああいべ ゝ

といわれるのが常であつた。わた くしどもが伸びや
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かに生長する (か もしれない )の を励ま しつつ見ま

もつて下さつたらしい。 これは,ずいぶん寛大な教

育方針であったと思 う。

新 しい意外な実験結果には,先生は とくに強い関

心を示された。予期 どかりにならなかつたときには ,

「 うん ,お もしろいね」 といわれていつしょ1/C考え

て 〈ださった。意外な事実の発見こそ,化学 1/C新 し

い発展を もたらすもの として重要視 されたのである。

これとも関連するが,先生 は目的志向型の研究 より

も,な るべ くとらわれない自由なふんい きでの研究

をすすめられた。ひとには決 して威圧的でなくて大

らかであり,いわゆる効率をあげるよりはむ しろ,

真 1/C新 しい成果の生まれることを念じてか られた よ

うに思われる。

研究を大いに楽 しむのが先生のやりかたである。

分子構造モデルも大好 きで,紙細工で回転異性体の

モデルを作つて ,研究発表の ときにも利 用 された

(写真 )。 そのつぎは,プ ラスチック細工のモデル

で ,電気陰性度に応 じて原子を色わけし,内部回転

できるようにしてある (大 き〈て見やすいので講義

用に適 している )。 研究成果の発表 も,気負つたと

ころはな 〈, とても楽 しそ うで (写真 ),聞いてい

てわかりやすかつた。

かなり強い自信をもつて先生は,みずからの独特

の研究方法で通進された。その基調は基準振動計算

であつて, これによって,赤外吸収 とラマン散乱ス

ペ クトルを解析 し,分子 と結晶の構造 (原子配置 と

調禾ロポテンシャル )を 明らかにすることである。当

時の水島研究室では,中川一朗君 (現在は東北大学

教授 )も 振動計算のプロであった。手まわしの計算

器で行列 (5次 ぐらいまで )の 固有値問題を解 くの

である。後に電動式になるとともに,計算 もエス カ

レー トし, 9次の行列をい くつ も扱 うようrcな つた。

これにはかなりの 日数を要 したが, ともか くやりお

かせたのは,島 内先生の暖かいはげましのかかげで

ある。

その後,先生は物理化学第一講座を担当され,わ

た 〈しは大阪大学に移つた。先生は ,「 とにか く大

いに仲良 く,ま た活機に意見を交換 して東西で研究

を進めようではありませんか」 といわれたが,実際

に先生は,学会では振動スペク トルの研究のますま

すの発展のために,積極的 (生産的 )な コメン トを

され,ま たみずからもしばしば研究発表をされた。

46年 3月 ,生物化学教室では四人の教授が定年退

官 されることになり,島内先生はその後の人事選考

の世話を してかられた。わた くしは生物化学教室に

来ることになったが ,先生は教室の再建のために協

力 して 〈ださった。

最近の先生は大型計算機 センターの充実 と利用の

ために努力をつ くされ,それ とともに,学術情報を

学問研究に役立てるために新たな意欲でとりくんで

かられる。先生はまもなく定年 1/Cな られるが,今後

ますます健康に,そ して大いに楽 しみながら,新た

な仕事に独創性を発揮されることを期待 している。
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